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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の自発光型発光素子をマトリクス状に配置して成るマトリクス型自発光表示装置の
駆動方法において、
　前記複数の発光素子の劣化程度を示す情報を取得し、
　取得した各発光素子の劣化程度を示す情報に基づいて、画像データに対応した画像を表
示するときの輝度ムラの大きさを表す焼き付き指標を複数の画像データについて計算し、
　前記複数の画像データの中から計算された焼き付き指標が最小となる画像データを選択
し、その選択画像データに対応した画像を前記マトリクス型自発光表示装置で表示させる
ことを特徴とするマトリクス型自発光表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　画像データに対応した画像の表示時間が予め判明している場合には、当該表示時間が経
過した時点での前記発光素子の劣化程度を予測し、その予測情報に基づいて前記焼き付き
指標を計算することを特徴とする請求項１記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動方法
。
【請求項３】
　前記焼き付き指標として、各発光素子における累積発光時間のばらつき、またはそのば
らつきの総和或いは平均値を用いることを特徴とする請求項１または２記載のマトリクス
型自発光表示装置の駆動方法。
【請求項４】
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　請求項３記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動方法において、
　前記焼き付き指標を計算する際に、前記各発光素子における累積発光時間に対して当該
発光素子の発光時における階調レベルに応じた重み付け処理を行うことを特徴とするマト
リクス型自発光表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記発光素子の累積発光時間と当該発光素子のフル階調発光での輝度との関係を示す変
換用データを準備しておき、この変換用データに基づいて各発光素子における累積発光時
間をフル階調発光での輝度に変換し、その輝度に基づいて各発光素子の劣化程度を示す情
報をそれぞれ取得することを特徴する請求項１または２記載のマトリクス型自発光表示装
置の駆動方法。
【請求項６】
　一つの表示対象画像について、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、
拡大、縮小、平行移動または回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データを自動生成
する画像データ生成手段を備え、
　この画像データ生成手段により自動生成された複数の画像データについて前記焼き付き
指標を計算し、当該焼き付き指標が最小となる画像データを選択して表示することを特徴
とする請求項１ないし５の何れかに記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　一つの表示対象画像について、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、
拡大、縮小、平行移動または回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データを供給する
画像データ供給手段を備え、
　この画像データ供給手段から供給された複数の画像データについて前記焼き付き指標を
計算し、当該焼き付き指標が最小となる画像データを選択して表示することを特徴とする
請求項１ないし５の何れかに記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　複数の自発光型発光素子をマトリクス状に配置して成るマトリクス型自発光表示装置の
駆動装置において、
　前記複数の発光素子の劣化程度を示す情報を取得する劣化レベル取得手段と、
　この劣化レベル取得手段により得られた各発光素子の劣化程度を示す情報に基づいて、
画像データに対応した画像を表示するときの輝度ムラの大きさを表す焼き付き指標を複数
の画像データについて計算する焼き付き指標計算手段と、
　前記複数の画像データの中から計算された焼き付き指標が最小となる画像データを選択
し、その選択画像データに対応した画像を前記マトリクス型自発光表示装置で表示させる
画像選択手段と、
を備えたことを特徴とするマトリクス型自発光表示装置の駆動装置。
【請求項９】
　前記劣化レベル取得手段は、画像データに対応した画像の表示時間が予め判明している
場合には、当該表示時間が経過した時点での前記発光素子の劣化程度を予測し、その予測
結果を各発光素子の劣化程度を示す情報として取得することを特徴とする請求項８記載の
マトリクス型自発光表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
　前記焼き付き指標計算手段は、各発光素子における累積発光時間のばらつき、またはそ
のばらつきの総和或いは平均値を前記焼き付き指標として計算することを特徴とする請求
項８または９記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動装置において、
　前記焼き付き指標計算手段は、前記焼き付き指標を計算する際に、前記各発光素子にお
ける累積発光時間に対して当該発光素子の発光時における階調レベルに応じた重み付け処
理を行うことを特徴とするマトリクス型自発光表示装置の駆動装置。
【請求項１２】
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　前記発光素子の累積発光時間と当該発光素子のフル階調発光での輝度との関係を示す変
換用データを準備しておき、前記劣化レベル取得手段は、当該変換用データに基づいて各
発光素子における累積発光時間をフル階調発光での輝度に変換し、その輝度に基づいて各
発光素子の劣化程度を示す情報をそれぞれ取得することを特徴する請求項８または９記載
のマトリクス型自発光表示装置の駆動装置。
【請求項１３】
　一つの表示対象画像について、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、
拡大、縮小、平行移動または回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データを自動生成
する画像データ生成手段を備え、
　前記焼き付き指標計算手段は、前記画像データ生成手段により自動生成された複数の画
像データについて前記焼き付き指標を計算する構成とされていることを特徴とする請求項
８ないし１２の何れかに記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動装置。
【請求項１４】
　請求項８ないし１２の何れかに記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動装置を利用し
て構成される情報表示システムにおいて、
　前記駆動装置に対して、一つの表示対象画像について、当該画像と同一の意味に解釈で
きるように当該画像を、拡大、縮小、平行移動または回転の一つ以上の処理を行った複数
の画像データを供給する画像データ供給手段を設け、
　前記駆動装置内の焼き付き指標計算手段は、前記画像データ供給手段から供給された複
数の画像データについて前記焼き付き指標を計算するように構成されていることを特徴と
するマトリクス型自発光表示装置の駆動装置を利用した情報表示システム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数の自発光型発光素子をマトリクス状に配置して成るマトリクス型自発光表
示装置の駆動方法及び駆動装置並びにマトリクス型自発光表示装置の駆動装置を利用した
情報表示システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
自発光表示装置の一例である有機ＥＬ表示装置は、高速応答、高視野角など液晶表示装置
にはない優れた特性を有するため、その将来性が有望視されている。図７には、従来から
提供されているマトリクス型有機ＥＬ表示装置の駆動方法を示す。この駆動方法は、単純
マトリクス駆動方式と呼ばれるもので、ここではマトリクス状配置された陽極線Ａ1 ～Ａ
N と陰極線Ｂ1 ～ＢM との交点位置に自発光型の発光素子（画素）が形成された有機ＥＬ
表示装置を駆動対象とした例が示されている。この場合、陽極線Ａ1 ～ＡN 及び陰極線Ｂ
1 ～ＢM の何れか一方（図７の例では陰極線Ｂ1 ～ＢM ）を一定の時間間隔で順次選択し
て走査すると共に、この走査周期に同期して他方（図７の例では陽極線Ａ1 ～ＡN ）を駆
動源である電流源１-1～１-Nからの出力によりドライブし、これにより所望の交点位置の
発光素子を発光させる方式となっている。
【０００３】
陰極線Ｂ1 ～ＢM には、その順次走査を行うために、電源電圧（＋Ｖcc）または基準電位
であるアース電位（０Ｖ）を選択するための走査スイッチ２-1～２-Mが接続されている。
これらの走査スイッチ２-1～２-Mを、電源端子側からアース端子側へ一定周期で順次切り
替えながら走査していくことにより、陰極線Ｂ1 ～ＢM に対しアース電位（０Ｖ）を順次
与えていく。一方、陽極線Ａ1 ～ＡN には、電源端子から給電される電流源１-1～１-Nま
たはアース電位（０Ｖ）を選択するための駆動スイッチ３-1～３-Nが接続されている。こ
れらの駆動スイッチ３-1～３-Nを、走査スイッチ２-1～２-Mの走査周期に同期して選択的
にオンオフ制御することにより、オンされた駆動スイッチに対応した陽極線Ａ1 ～ＡN を
電流源１-1～１-Nに接続する。これにより、所望の交点位置の発光素子に駆動電流を供給
する。
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【０００４】
例えば、発光素子Ｅ1,1 、Ｅ1,2 を発光させる場合には、図７に示すように、走査スイッ
チ２-1のみをアース端子側に切り替えて陰極線Ｂ1 がアース電位となるように走査すると
共に、駆動スイッチ３-1、３-2を電流源側に切り替えて陽極線Ａ2 、Ａ3 を電流源１-1、
１-2にそれぞれ接続する。すると、図中矢印で示すように、発光素子Ｅ1,1 、Ｅ1,2 のみ
に駆動電流が供給されて発光するようになる。このような走査及び駆動動作を高速で繰り
返すことにより、人間の目には残像現象により発光素子Ｅ1,1 とＥ1,2 とが同時に発光し
ているように認識させることができる。尚、非選択の陰極線Ｂ2 ～ＢM には電源電圧と同
電位の逆バイアス電圧（＋Ｖcc）を印加することで、それら陰極線Ｂ2 ～ＢM に対応する
発光素子の誤発光を防止している。そして、このような走査及び駆動制御を、走査スイッ
チ２-1～２-N及び駆動スイッチ３-1～３-Mについて選択的に行うことにより、任意の位置
の発光素子を同様に発光させることができる。
【０００５】
ところで、有機ＥＬ表示装置の発光素子は電流駆動素子であるため、発光輝度の経年劣化
が避けられない。即ち、発光素子に対し駆動電流を供給して発光させ続けた場合、図８に
示すように、時間経過と共に発光輝度が低下するという性質がある。この場合、有機ＥＬ
表示装置にあっては、表示状態での輝度のばらつきをなくすために、各発光素子に対して
同一レベルの駆動電流を供給することが一般的になっている。しかし、その駆動状態にお
いては各発光素子の発光時間に差異が出てくることが避けられないため、駆動時間の経過
と共に、輝度低下が相対的に大きくなった発光素子と輝度低下が相対的に小さい状態のま
まの発光素子とが混在することになる。この結果、同一レベルの駆動電流を供給した場合
でも輝度ムラが生じてしまうものであり、このように輝度ムラが発生する現象を「焼き付
き」と呼んでいる。
【０００６】
従来では、このような焼き付きを解決する方策として種々の手段が提案されている。例え
ば、有機ＥＬ表示装置の表示内容を所定条件の成立に応じてスクリーンセーバー表示に切
換えると共に、その表示内容を時間の経過などに応じて変化させるようにした表示装置が
提供されている（例えば、特許文献１参照）。また、有機ＥＬ表示装置において、連続し
て所定位置に固定的に表示される画像のネガ／ポジを所定周期で反転表示させたり、連続
して所定位置に固定的に表示される画像の表示位置を所定の周期で数ドットずつずらした
りする画像表示方法が提供されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００７】
【特許文献１】
特開２００２－２０５６１１号公報
【０００８】
【特許文献２】
特開２０００－２２１９０８号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１に記載された表示装置では、スクリーンセーバーを表示した状態時には全発光
素子の劣化がほぼ均等に進行するため、焼き付きを低減するのに一定の効果を発揮できる
。しかし、この表示装置では、スクリーンセーバー以外の本来表示すべき画像を表示する
ことに伴う焼き付きを低減する効果を期待できない。
【００１０】
特許文献２に記載された画像表示方法では以下のような問題点があった。即ち、画像のネ
ガ／ポジを所定周期で反転表示させる方法により駆動される有機ＥＬ表示装置を車両など
に実際に搭載する場合に、ネガ画像及びポジ画像を同時間ずつ表示するという使用形態は
通常ではほとんど考えられず、実用化するには無理がある。また、画像の表示位置を所定
の周期で数ドットずつずらす方法では、このように表示位置がずらされた場合でも常時発
光する素子が生ずることがあるため、全体的に発光時間を均一化することが困難であり、
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焼き付き低減効果はそれほど大きくない。
【００１１】
本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、複数の発光素子の劣化度合いの
相違により生ずる輝度ムラ（焼き付き）の低減に効果を発揮するマトリクス型自発光表示
装置の駆動方法及び駆動装置並びにマトリクス型自発光表示装置を利用した情報表示シス
テムを提供することを目的としたものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動方法においては、そのマトリクス型
自発光表示装置に対し画像データに対応した画像を表示する際に、当該自発光表示装置の
複数の発光素子の劣化程度を示す情報をそれぞれ取得し、その情報に基づいて、画像を表
示するときの輝度ムラの大きさを表す焼き付き指標を表示対象の複数の画像データについ
て計算する。そして、このような計算が行われた複数の画像データの中から、上記焼き付
き指標が最小となる画像データを選択し、その画像データに対応した画像をマトリクス型
自発光表示装置で表示することになる。要するに、マトリクス型自発光表示装置に対して
画像を表示する際には、複数の画像データの中から輝度ムラが最も小さい画像データが自
動的に選択されると共に、その画像データに対応した画像が表示されるものであり、従っ
て複数の発光素子の劣化度合いの相違により生ずる輝度ムラ（焼き付き）の低減を効果的
に実現できるようになる。
【００１３】
請求項２に記載した駆動方法によれば、画像データに対応した画像の表示時間が予め判明
している場合には、当該表示時間が経過した時点での発光素子の劣化程度を予測した情報
に基づいて焼き付き指標の計算が行われる。つまり、複数の発光素子の劣化程度を示す情
報に対して上記表示時間に起因した劣化の進行度合いが加味した状態とされて、これが焼
き付き指標の計算に反映されることになる。この結果、選択された画像データに対応した
画像の表示状態では、時間の経過と共に輝度ムラの低減効果が大きくなるものであり、輝
度ムラに対するユーザ側の違和感を抑制する上で有益になる。
【００１５】
　請求項３に記載した駆動方法によれば、前記焼き付き指標の計算を、各発光素子におけ
る累積発光時間に基づいて簡易に行うことができる。
【００１６】
　このように焼き付き指標の計算を各発光素子における累積発光時間に基づいて行う場合
、請求項４に記載した駆動方法のように、各発光素子における累積発光時間に対して当該
発光素子の発光時における階調レベルに応じた重み付け処理を行う構成とすれば、計算に
より得られる焼き付き指標の精度が向上するようになる。
【００１７】
　請求項５に記載した駆動方法によれば、焼き付き指標の計算に当たっては、各発光素子
における累積発光時間が、予め用意された変換用データに基づいてフル階調発光での輝度
に変換され、この変換後の輝度に基づいて各発光素子の劣化程度を示す情報を取得する。
従って、発光素子における累積発光時間と実際の輝度の劣化程度との関係が非直線状にな
るという劣化特性がある状況下であっても、発光素子の劣化程度を示す情報の正確化を実
現できて、その情報に基づいて計算される焼き付き指標の精度を高め得るようになる。
【００１８】
　請求項６に記載した駆動方法によれば、画像データ生成手段において、一つの表示対象
画像について、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、拡大、縮小、平行
移動または回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データが自動生成されると共に、こ
のように自動生成された複数の画像データについて前記焼き付き指標が計算され、当該焼
き付き指標が最小となる画像データが選択して表示される。このため、複数種類の画像の
中から輝度ムラが小さくなる画像を選択する際の選択肢が広がることになるから、輝度ム
ラの低減を図る上で有益になる。
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【００１９】
　請求項７に記載した駆動方法によれば、画像データ供給手段から、一つの表示対象画像
について、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、拡大、縮小、平行移動
または回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データが供給されると共に、このように
供給された複数の画像データについて前記焼き付き指標が計算され、当該焼き付き指標が
最小となる画像データが選択して表示される。このため、複数種類の画像の中から輝度ム
ラが小さくなる画像を選択する際の選択肢が広がることになるから、輝度ムラの低減を図
る上で有益になる。
【００２０】
　請求項８に記載のマトリクス型自発光表示装置の駆動装置においては、そのマトリクス
型自発光表示装置に対し画像データに対応した画像を表示する際には、劣化レベル取得手
段が、当該自発光表示装置の複数の発光素子の劣化程度を示す情報を取得すると共に、焼
き付き指標計算手段が、上記計算により得られた各発光素子の劣化程度を示す情報に基づ
いて、画像を表示するときの輝度ムラの大きさを表す焼き付き指標を表示対象の複数の画
像データについて計算するようになる。また、画像選択手段が、上記のような計算が行わ
れた複数の画像データの中から、上記焼き付き指標が最小となる画像データを選択し、そ
の画像データに対応した画像をマトリクス型自発光表示装置で表示させるようになる。要
するに、マトリクス型自発光表示装置に対して画像を表示する際には、複数の画像データ
の中から輝度ムラが最も小さい画像データが自動的に選択されると共に、その画像データ
に対応した画像が表示されるものであり、従って複数の発光素子の劣化度合いの相違によ
り生ずる輝度ムラ（焼き付き）の低減を効果的に実現できるようになる。
【００２１】
　請求項９に記載した駆動装置によれば、前記劣化レベル取得手段は、画像データに対応
した画像の表示時間が予め判明している場合には、当該表示時間が経過した時点での発光
素子の劣化程度を予測した情報に基づいて焼き付き指標の計算を行う。つまり、複数の発
光素子の劣化程度を示す情報に対して上記表示時間に起因した劣化の進行度合いを加味し
た状態とするものであり、このような劣化進行度合いが焼き付き指標の計算に反映される
ことになる。この結果、選択された画像データに対応した画像の表示状態では、時間の経
過と共に輝度ムラの低減効果が大きくなるものであり、輝度ムラに対するユーザ側の違和
感を抑制する上で有益になる。
【００２３】
　請求項１０に記載した駆動装置によれば、前記焼き付き指標計算手段での焼き付き指標
の計算を、各発光素子における累積発光時間に基づいて簡易に行うことができる。
【００２４】
　このように焼き付き指標の計算を各発光素子における累積発光時間に基づいて行う場合
、請求項１１に記載した駆動装置のように、焼き付き指標計算手段において各発光素子に
おける累積発光時間に対して当該発光素子の発光時における階調レベルに応じた重み付け
処理を行う構成とすれば、計算により得られる焼き付き指標の精度が向上するようになる
。
【００２５】
　請求項１２に記載した駆動装置によれば、劣化レベル取得手段において、各発光素子に
おける累積発光時間が、予め用意された変換用データに基づいてフル階調発光での輝度に
変換され、この変換後の輝度に基づいて各発光素子の劣化程度を示す情報を取得する。従
って、発光素子における累積発光時間と実際の輝度の劣化程度との関係が非直線状になる
という劣化特性がある状況下であっても、発光素子の劣化程度を示す情報の正確化を実現
できる。この結果、焼き付き指標計算手段では、上述のように正確化された情報に基づい
て焼き付き指標を計算することになり、その精度を高め得るようになる。
【００２６】
　請求項１３に記載した駆動装置によれば、画像データ生成手段において、一つの表示対
象画像について、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、拡大、縮小、平
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行移動または回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データが自動生成されると共に、
焼き付き指標計算手段において、このように自動生成された複数の画像データについて前
記焼き付き指標が計算され、制御手段は、当該焼き付き指標が最小となる画像データを選
択して表示するようになる。このため、複数種類の画像の中から輝度ムラが小さくなる画
像を選択する際の選択肢が広がることになるから、輝度ムラの低減を図る上で有益になる
。
【００２７】
　請求項１４に記載したマトリクス型自発光表示装置の駆動装置を利用した情報表示シス
テムによれば、画像データ供給手段から前記駆動装置に対して、一つの表示対象画像につ
いて、当該画像と同一の意味に解釈できるように当該画像を、拡大、縮小、平行移動また
は回転の一つ以上の処理を行った複数の画像データが供給される。すると、駆動装置内の
焼き付き指標計算手段は、このように供給された複数の画像データについて前記焼き付き
指標を計算し、当該焼き付き指標が最小となる画像データが選択して表示するようになる
。このため、複数種類の画像の中から輝度ムラが小さくなる画像を選択する際の選択肢が
広がることになるから、輝度ムラの低減を図る上で有益になる。特に、この構成によれば
、駆動装置内の焼き付き指標計算手段での処理負荷を軽減できるようになる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を車両用情報表示システムに適用した第１実施例について図１ないし図４を
参照しながら説明する。
図１には、全体の電気的構成が機能ブロックの組み合わせにより示されている。この図１
において、有機ＥＬパネル１１（マトリクス型自発光表示装置に相当）は、駆動回路１２
、制御回路１３及びこれらの電源を生成するための電源回路１４により構成された駆動装
置と共にモジュール化されている。
【００２９】
具体的に図示しないが、この有機ＥＬパネル１１は図７に示した有機ＥＬ表示装置と同様
構成のもので、マトリクス状に配置された複数本数ずつ（例えばＭ×Ｎ本：Ｍ、Ｎは２以
上の整数）の陽極線及び陰極線の各交点に発光素子（画素）が形成され、その陽極線及び
陰極線の一方（例えば陰極線）が走査線とされ且つ他方（例えば陽極線）が信号線とされ
ている。このような有機ＥＬパネル１１の駆動時には、Ｍ本の走査線を駆動回路１２内の
ロウドライバ１２ａにより周期的に走査しながら、Ｎ本の信号線のうち所望の信号線に駆
動回路１２内のカラムドライバ１２ｂから電流信号を与えてそれら走査線及び信号線の交
点位置に形成された発光素子を発光（点灯）させることになる。
【００３０】
制御回路１３は、画像データ受信部１３ａ、画像メモリ１３ｂ、焼き付き評価メモリ１３
ｃ、焼き付き評価部１３ｄ（劣化レベル取得手段、焼き付き指標計算手段、画像データ生
成手段に相当）、表示画像選択部１３ｅ（画像選択手段に相当）、駆動データ生成部１３
ｆを含んで構成されている。
【００３１】
画像データ受信部１３ａは、外部装置である画像処理回路１５から画像データを受信し、
画像メモリ１３ｂに格納する。この場合、上記画像データは、所定の情報を表示するため
の文字、記号などより構成された静止画像に対応したものであり、その文字・記号などの
大きさ、角度、表示位置、数、線の太さなどを変更した状態でも、ユーザ側では同一の意
味に解釈できるように設定される。尚、この画像データは、有機ＥＬパネル１１に対応し
たＭ行×Ｎ列分のデータであり、この実施例では２値画像（白黒の２階調画像）のための
オン／オフ階調のデータと表示時間Ｔ（発光素子の駆動時間に対応）を示すデータとを組
合せたデータである。
【００３２】
焼き付き評価メモリ１３ｃには、駆動開始時の時刻０から現時点の時刻ｔまでの各発光素
子の駆動時間に対応した累積発光時間τmnが当該発光素子の劣化程度を示す情報として格
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ル表示）が時刻ｔ０から時刻ｔまで連続的に行われた場合、時計表示のために発光した発
光素子の累積発光時間τmnはｔ、非発光状態の発光素子の累積発光時間τmnは０となる。
【００３３】
焼き付き評価部１３ｄは、画像処理回路１５からの画像データ、つまり画像メモリ１３ｂ
に記憶されている画像データを読み出し、その画像データによる表示画像をその画像中心
の周りに角度θずつ回転させた画像を自動生成する機能を有する。
【００３４】
具体的な例を挙げて説明すると、画像メモリ１３ｂに記憶されている画像データによる表
示画像が、図３（ａ）に示すようなドア開放警告記号（車両ドアの開放状態を報知するた
めの記号）Ａ０に対応した画像であった場合には、同図（ｂ）及び（ｃ）に示すように、
当該記号Ａ０を反時計周りに各々４５°（θ＝－４５°）及び９０°（θ＝－９０°）回
転させたドア開放警告記号Ａ１及びＡ２に対応した画像データを自動生成する機能を有す
る。つまり、生成されたドア開放警告記号Ａ１及びＡ２は、画像処理回路１５から与えら
れた画像データにより示されるドア開放警告記号Ａ０と同一の意味に解釈できるものであ
る。
【００３５】
尚、ここではドア開放警告記号Ａ０を角度θ（－４５°、-９０°）ずつ回転させた２種
類のドア開放警告記号Ａ１、Ａ２を自動生成する構成としたが、その回転角度θを種々変
えた状態の多数のドア開放警告記号を自動生成する構成としても良いことは勿論である。
また、以下の説明では、上記ドア開放警告記号Ａ０、Ａ１、Ａ２が表示対象の場合の制御
内容について説明する。
【００３６】
焼き付き評価部１３ｄは、焼き付き評価メモリ１３ｃに格納された時刻ｔまでの各発光素
子の累積発光時間τmnに対して、表示対象である上記各画像（Ａ０、Ａ１、Ａ２）をそれ
ぞれ個別に表示する際の各発光素子の発光時間（０秒または各画像の表示時間に対応した
時間Ｔ）を加算することにより、各画像Ａ０、Ａ１、Ａ２を各々時間Ｔだけ表示した後の
時点で想定される各発光素子毎の累積発光時間τθ（θ＝０°、－４５°、－９０°）を
それぞれ計算する。
【００３７】
図４（ａ）、（ｂ）、（ｃ）には、図２のような時計表示を時間ｔだけ行った後に、図３
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示すようなドア開放警告記号Ａ０、Ａ１、Ａ２をそれぞれ時間
Ｔだけ表示する場合において、当該ドア開放警告記号Ａ０、Ａ１、Ａ２の表示領域（白地
部分）中に時計表示のために駆動された発光素子が存在する領域を時計表示領域Ｐとして
示す。この図４（ａ）、（ｂ）、（ｃ）において、時間Ｔが経過した時点では、白地部分
の累積発光時間τθはＴ、時計表示領域Ｐに対応した部分の累積発光時間τθはｔ＋Ｔ、
黒地部分の累積発光時間は０秒またはｔになる。
【００３８】
この場合、駆動状態となる発光素子については、白地部分に比べて時計表示領域Ｐ部分の
累積発光時間τθが長くなるため、それら白地部分と時計表示領域Ｐ部分とでは輝度差が
発生し、所謂焼き付による輝度ムラの発生に繋がることになる。
【００３９】
このような輝度ムラの大きさは、各発光素子の劣化程度を示す情報（焼き付き評価メモリ
１３ｃに格納された累積発光時間τmn）に基づいて次式（１）で得られる焼き付き指標Ｒ
t により評価することが可能である。
【００４０】
【数１】



(9) JP 4059106 B2 2008.3.12

10

20

30

40

50

但し、上式（１）において、
【数２】

は、ｍ×ｎ個の発光素子のそれぞれにおける累積発光時間τmnのうちの最大値を示す。
【００４１】
従って、式（１）で得られる焼き付き指標Ｒt は、各発光素子の累積発光時間τmnのばら
つき（累積発光時間τmnが最も長い発光素子を基準としたばらつき）の総和を発光素子の
個数（＝ｍ×ｎ）で除した値、つまり、各発光素子の累積発光時間τmnのばらつきの平均
値を示すことになる。
【００４２】
本実施例では、このような焼き付き指標Ｒt をそのまま使用せず、焼き付き評価部１３ｄ
において算出される焼き付き指標Ｒt+T を使用して輝度ムラの大きさを評価している。即
ち、焼き付き評価部１３ｄは、前述のような計算により得た各累積発光時間τθ（θ＝０
°、－４５°、－９０°）に基づいて、ドア開放警告記号Ａ０、Ａ１、Ａ２に対応した各
画像毎の焼き付き指標Ｒt+T を次式（２）で求める。
【００４３】
【数３】

但し、上式（２）において、
【数４】

は、ｍ×ｎ個の発光素子のそれぞれにおける累積発光時間τθのうちの最大値を示す。
【００４４】



(10) JP 4059106 B2 2008.3.12

10

20

30

40

50

従って、式（２）で得られる焼き付き指標Ｒt+T は、各発光素子において想定される累積
発光時間τθのばらつき（累積発光時間τθが最も長い発光素子を基準としたばらつき）
の総和を発光素子の個数（＝ｍ×ｎ）で除した値、つまり、各発光素子において想定され
る累積発光時間τθのばらつきの平均値を示すことになる。
【００４５】
表示画像選択部１３ｅは、ドア開放警告記号Ａ０、Ａ１、Ａ２にそれぞれ対応した表示画
像毎に計算される上記焼き付き指標Ｒt+T のうち最も小さい値に対応した表示画像を選択
し、その表示画像に対応した画像データを駆動データ生成部１３ｆに書き込む。また、表
示画像選択部１３ｅは、これと同時に、選択された表示画像に対応した各発光素子毎の累
積発光時間τθを、現時点の時刻ｔまでの各発光素子の新たな累積発光時間τmnとして格
納する。このように新たに格納された累積発光時間τmnは、画像処理回路１５から次の画
像データを受信したときに、当該画像データに対応した焼き付き指標Ｒt+T を求めるため
に用いられる。尚、図４の例においては、時計表示領域Ｐ部分の面積が小さい場合ほど焼
き付き指標Ｒt+T が小さくなるものであり、この場合には、時計表示領域Ｐ部分の面積が
最も小さい状態の同図（ｂ）に示すドア開放警告記号Ａ１が駆動データ生成部１３ｆに書
き込まれることになる。
【００４６】
駆動データ生成部１３ｆは、上述のように書き込まれた画像データに基づいて駆動データ
を生成し駆動回路１２へ送信する。駆動回路１２は、受信した駆動データに従って、ロウ
ドライバ１２ａから走査信号を出力すると共に、カラムドライバ１２ｂから電流信号を出
力するものであり、これらの出力によって有機ＥＬパネル１１を駆動して上記画像データ
に対応した画像を表示する。
【００４７】
要するに、上記した本実施例の構成によれば以下のような作用・効果を奏するものである
。
即ち、焼き付き評価メモリ１３ｃには、ＥＬパネル１１の複数の発光素子の劣化程度を示
す情報として、各発光素子の累積発光時間τmnが格納される。また、有機ＥＬパネル１１
に対して、画像処理回路１５から与えられた画像データ（例えば、図３（ａ）に示すドア
開放警告記号Ａ０を表すデータ）に対応した画像を表示する際には、焼き付き評価部１３
ｄが、上記画像データから当該画像データと同一の意味に解釈できる画像データ（例えば
、図３（ｂ）、（ｃ）に示すドア開放警告記号Ａ１、Ａ２を表す各データ）を自動生成す
る。
【００４８】
この場合、画像処理回路１５から与えられる上記画像データには、２値画像のためのオン
／オフ階調のデータの他に表示時間Ｔ（発光素子の駆動時間に対応）を示すデータが含ま
れているから、表示対象の画像の表示時間Ｔが予め判明している。そこで、焼き付き評価
部１３ｄは、焼き付き評価メモリ１３ｃに格納された各発光素子の累積発光時間τmnに対
して、生成した各画像（Ａ０、Ａ１、Ａ２）をそれぞれ個別に表示する際の各発光素子の
発光時間（０秒またはＴ）を加算することにより、各画像Ａ０、Ａ１、Ａ２を各々時間Ｔ
だけ表示した後の時点で想定される各発光素子毎の累積発光時間τθ（θ＝０°、－４５
°、－９０°）をそれぞれ計算する。
【００４９】
焼き付き評価部１３ｄは、焼き付き評価メモリ１３ｃに格納されている累積発光時間τmn
（各発光素子の劣化程度を示す情報）から計算した各発光素子毎の累積発光時間τθ（表
示時間Ｔが経過した時点での各発光素子の劣化程度を示す情報）に基づいて、表示画像の
輝度ムラの大きさを表す焼き付き指標Ｒt+T を表示対象の複数の画像（ドア開放警告記号
Ａ０、Ａ１、Ａ２）に対応した画像データについて計算する。これに応じて、表示画像選
択部１３ｅが、上記のような計算が行われた複数の画像データの中から、上記焼き付き指
標Ｒt+T が最小となる画像データを選択し、その画像データに対応した画像を有機ＥＬパ
ネル１１で表示させるようになる。
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【００５０】
従って、有機ＥＬパネル１１に対して画像を表示する際には、同一の意味に解釈できる複
数の画像データの中から輝度ムラが最も小さい画像データが自動的に選択されると共に、
その画像データに対応した画像が表示されるものであり、従って複数の発光素子の劣化度
合いの相違により生ずる輝度ムラ（焼き付き）の低減を効果的に実現できるようになる。
【００５１】
この場合、各発光素子の劣化程度を示す情報として、画像の表示時間Ｔを加味した状態の
累積発光時間τθが用いられると共に、その累積発光時間τθが前記焼き付き指標Ｒt+T 
の計算に反映される構成となっている。つまり、複数の画像データの中から輝度ムラが最
も小さくなる画像データを選択する動作が、時間Ｔが経過した時点での焼き付き指標Ｒt+
T の大きさに基づいて行われるから、画像の表示状態が継続されるのに伴い輝度ムラの低
減効果が大きくなるものであり、結果的に、輝度ムラに対するユーザ側の違和感を抑制す
る上で有益になる。
【００５２】
また、焼き付き指標Ｒt+T として、各発光素子における累積発光時間τmnから計算した累
積発光時間τθのばらつきの平均値を使用しているから、その焼き付き指標Ｒt+T の計算
を、各発光素子における累積発光時間τmnに基づいて簡易に行うことができる。尚、使用
する焼き付き指標としては、各発光素子における累積発光時間τmnに基づいて算出した焼
き付き指標Ｒt （式（１）参照）を用いても良い。
【００５３】
本実施例では、焼き付き評価部１３ｄにおいて、一つの表示対象画像（例えばドア開放警
告記号Ａ０）について当該画像と同一の意味に解釈できる複数の画像（ドア開放警告記号
Ａ１、Ａ２）に対応した画像データが自動生成されると共に、このように自動生成された
複数の画像データについて焼き付き指標Ｒt+T が計算され、当該焼き付き指標Ｒt+T が最
小となる画像データが選択して表示される。このため、複数種類の画像の中から輝度ムラ
が小さくなる画像を選択する際の選択肢が広がることになるから、輝度ムラの低減を図る
上で有益になる。
【００５４】
尚、有機ＥＬパネル１１に対して、上記した実施例のような情報表示画像の他に、アニメ
ーションなどのような予め作成した動画やカメラ映像などの任意画像を切り替え表示する
構成とされる場合でも、本実施例のような焼き付き指標の計算及び表示画像の選択動作を
行う構成とすれば、ドア開放警告記号や現在時刻情報などのような静止画像の表示に伴う
輝度ムラの発生を抑制できるようになる。
【００５５】
（他の実施の形態）
第１実施例では、焼き付き評価部１３ｄにおいて、基準となる画像データ（画像処理回路
１５からの画像データ）を回転させることにより複数の画像データを自動生成する構成と
したが、本発明の第２実施例を示す図５のように、基準となる画像データ（現在時刻情報
Ｂ０）を拡大（或いは縮小）することにより、当該基準画像データと同一の意味に解釈で
きる複数の画像データ（現在時刻情報Ｂ１、Ｂ２）を自動生成する構成としても良い。
【００５６】
また、本発明の第３実施例を示す図６のように、基準となる画像データ（行き先案内のた
めの矢印記号及び距離情報Ｃ０）を平行移動することにより、当該基準画像データと同一
の意味に解釈できる複数の画像データ（矢印記号及び距離情報Ｃ１、Ｃ２）を自動生成す
る構成としても良い。
勿論、基準となる画像データから複数の画像データを自動生成する動作を、上記第２及び
第３実施例のような拡大・縮小及び平行移動、或いは第１実施例のような回転という処理
などを組み合わせることにより行っても良い。
【００５７】
上記実施例では、白黒の２階調画像を表示する場合の例を挙げたが、階調レベルが多段階
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に設定された画像を表示する構成であった場合には、焼き付き指標Ｒt+T の算出時に階調
レベルに応じた重み付け処理を行うことが望ましい。具体的には、例えば、焼き付き評価
メモリ１３ｃに格納する各発光素子の累積発光時間τmｎに対して、その発光時の階調レ
ベルに応じた重み付け係数を乗算し、このような重み付けが施された累積発光時間τmnに
基づいて式（１）の焼き付き指標Ｒt を算出する構成、或いは、重み付けが施された累積
発光時間τmnにより計算された時間Ｔ後の各発光素子毎の累積発光時間τθに基づいて式
（３）の焼き付き指標Ｒt+T を算出する構成とすれば良い。
このような構成によれば、計算により得られる焼き付き指標Ｒt 、Ｒt+T の精度が向上す
るようになる。
【００５８】
また、発光素子の累積発光時間と当該発光素子のフル階調発光での輝度との関係を示す変
換用データ（例えば、図８に示す輝度の経時変化特性に対応したデータ）を準備しておき
、焼き付き評価部１３ｄにおいて、当該変換用データに基づいて各発光素子における累積
発光時間τmnまたはτθをフル階調発光での輝度に変換し、その輝度に基づいて各発光素
子の劣化程度を示す情報をそれぞれ取得し、この情報に基づいて焼き付き指標Ｒt 、Ｒt+
T の算出を行う構成としても良い。
この構成によれば、発光素子における累積発光時間と実際の輝度の劣化程度との関係が非
直線状になるという劣化特性がある状況下であっても、発光素子の劣化程度を示す情報の
正確化を実現できて、その情報に基づいて計算される焼き付き指標Ｒt 、Ｒt+T の精度を
高め得るようになる。
【００５９】
上記実施例では、焼き付き評価部１３ｄに対して、基準となる画像データ（画像処理回路
１５からの画像データ）に基づいて複数の画像データを自動生成する機能を設ける構成と
したが、外部装置である画像処理回路１５側に、基準となる一つの表示対象画像及び当該
画像と同一の意味に解釈できる複数の画像に対応した画像データを予め準備しておくシス
テム構成としても良い。この場合には、準備された複数の画像データを、画像処理回路１
５から制御回路１３内の画像データ受信部１３ａに対して供給する構成とすると共に、焼
き付き評価部１３ｄにおいて、このように供給された複数の画像データについて前記焼き
付き指標Ｒt 、Ｒt+T の計算を行う構成とすれば良い。
このような構成とした場合でも前記実施例と同様の効果を奏するものであり、特に、この
構成によれば、焼き付き評価部１３ｄでの処理負荷を軽減できるようになる。
【００６０】
焼き付き評価部１３ｄにおいて、焼き付き指標Ｒt+T （或いは焼き付き指標Ｒt ）を比較
的短い周期で算出する構成とし、表示画像選択部１３ｅにおいて、表示対象の画像の表示
時間Ｔより短い時間が経過する毎に上記焼き付き指標が最小となる画像データを選択する
動作を行う構成としても良い。
この構成によれば、画像表示状態の継続により輝度ムラが大きくなる前の時点で輝度ムラ
が最小の画像が表示されることになるから、輝度ムラの低減効果を高め得るようになる。
【００６１】
上記実施例では、各発光素子における累積発光時間τmnから計算した累積発光時間τθの
ばらつきの平均値である焼き付き指標Ｒt+T 、または各発光素子の累積発光時間τmnのば
らつきの平均値を示す焼き付き指標Ｒt を用いる構成としたが、これに限られるものでは
ない、例えば、焼き付き指標として、累積発光時間τmn或いはこれから計算した累積発光
時間τθのばらつきの総和を使用したり、所定位置の複数の発光素子間の累積発光時間τ
mn或いはτθのばらつきそのものを使用したりしても良い。また、各発光素子の累積発光
時間τmn或いはτθの平均値と発光素子の実際の累積発光時間τmn或いはτθとの差、こ
の差の絶対値の総和、或いは各発光素子の累積発光時間τmn或いはτθの平均値との差の
二乗の和などを焼き付き評価指数として用いても良い。このような例の何れの場合も、焼
き付き指標の計算を各発光素子における累積発光時間τmnに基づいて簡易に行うことがで
きる。
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【００６２】
焼き付き評価を実施する画像の例として、ドア開放警告記号や現在時刻情報などのような
静止画像を上げたが、一定期間の動画、或いは一定期間毎に繰り返される動画であっても
良く、この場合にも各発光素子の劣化程度を示す情報を、その累積点灯時間に基づいて取
得することができる。
マトリクス型自発光表示装置の例として、有機ＥＬパネル１１を例に挙げたが、発光素子
として発光ダイオードを使用した表示パネルなど、その他のマトリクス型自発光表示装置
に広く適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例を示す電気的構成の機能ブロック図
【図２】表示画像の例を示す図その１
【図３】表示画像の例を示す図その２
【図４】表示画像の例を示す図その３
【図５】本発明の第２実施例を示す図３相当図
【図６】本発明の第３実施例を示す図３相当図
【図７】従来例の駆動方法を説明するための等価的回路構成図
【図８】輝度の経時変化特性図
【符号の説明】
１１は有機ＥＬパネル（マトリクス型自発光表示装置）、１２は駆動回路、１３は制御回
路、１３ａは画像データ受信部、１３ｂは画像メモリ、１３ｃは焼き付き評価メモリ、１
３ｄは焼き付き評価部（劣化レベル取得手段、焼き付き指標計算手段、画像データ生成手
段）、１３ｅは表示画像選択部（画像選択手段）、１３ｆは駆動データ生成部、１５は画
像処理回路（画像データ供給手段）を示す。

【図１】 【図２】



(14) JP 4059106 B2 2008.3.12

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(15) JP 4059106 B2 2008.3.12

【図７】 【図８】



(16) JP 4059106 B2 2008.3.12

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(56)参考文献  特開平０５－１６７８７４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－３１４４０３（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２２７７７５（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２２１９０８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G09G   3/00 - 3/38



专利名称(译) 矩阵型自发光显示装置的驱动方法和驱动装置及基于矩阵式自发光显示装置驱动装置的信息显示系统

公开(公告)号 JP4059106B2 公开(公告)日 2008-03-12

申请号 JP2003057152 申请日 2003-03-04

[标]申请(专利权)人(译) 日本电装株式会社

申请(专利权)人(译) Denso公司

当前申请(专利权)人(译) Denso公司

[标]发明人 松本直樹
小楠幸治

发明人 松本 直樹
小楠 幸治

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50 H05B33/14

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/20.642.A G09G3/20.642.P G09G3/20.660.N G09G3/20.670.J H05B33/14.A 
G09G3/3216 G09G3/3266

F-TERM分类号 3K007/AB11 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA04 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107
/CC33 3K107/CC34 3K107/EE02 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/DD29 
5C080/EE26 5C080/FF12 5C080/HH11 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C380/AA01 5C380/AA03 5C380
/AB04 5C380/AB05 5C380/AC02 5C380/BA46 5C380/BB02 5C380/BD04 5C380/BD11 5C380/BD14 
5C380/BD17 5C380/CB01 5C380/CF02 5C380/CF18 5C380/CF19 5C380/CF20 5C380/CF51 5C380
/CF61 5C380/DA02 5C380/DA23 5C380/DA26 5C380/DA34 5C380/DA41 5C380/DA42 5C380/FA07 
5C380/FA23

代理人(译) 佐藤 强
小川 清

审查员(译) 一宫诚

其他公开文献 JP2004264751A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

多个亮度不均所引起的发光器件（癫痫发作）的劣化程度的差的减少到
的。 图像数据接收单元13a中接收到从图像处理电路15中的图像数据，
存储在图像存储器13b中。的残留评价存储器13c，对应于每个光从驱动
开始时刻到当前时刻的发光元件的驱动时间的累积发光时间被存储作为
表示发光元件的劣化程度的信息。残留评价部13d，多个图像数据的，可
以在所存储的图像数据相同的含义连同自动生成被解释为在图像存储器
13b中，抓住索引指示在他们的图像数据中的亮度不均的程度，烧伤基于
评估存储器13c中存储的信息。显示图像选择部13E从多个图像数据的那
些计算的发作指数是最小的，并且显示对应于与有机EL面板11中的选择
的图像数据的图像。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/df507b39-92ce-4f5d-82be-92786da89a89
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033120651/publication/JP4059106B2?q=JP4059106B2

